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第 章 交通施策の推進
アクションプログラムの見直し
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サイクルの運用体制

本計画策定後、施策の進捗や想定した効果の評価など、 サイクルを運用して

いく主体は、本市における交通政策を総合的に推進するための組織である「浜松

世紀都市交通会議」とします。

今後、本会議において、計画策定後から毎年、実施の進捗確認及び実施した施策の

効果の評価を行います。また、計画策定後の ～ 年後からは、各施策の進捗や効果

を確認し、アクションプログラム見直しの必要性について検討を行います。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【 （平成 ）年 月 設立】

浜松 世紀都市交通会議

○交通政策を総合的に推進するための協議

○地域公共交通網形成計画の策定、実施
（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく交通施策）

○都市・地域総合交通戦略の策定
（まちづくりと交通事業が一体となった交通施策）

※ 浜松市の交通に関する意思統一を担う組織

※「総合交通計画」は浜松 世紀都市交通会議において承認され、策定

※「総合交通計画」の内容を反映した「地域公共交通網形成計画」、

「都市・地域総合交通戦略」は、浜松 世紀都市交通会議において策定

【会員】 学識経験者 市民 産業･経済･観光 交通事業者

国土交通省 交通管理者 浜松市
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本計画は、人口減少、急激な高齢化、バス運転手不足、バス利用者減少など近年の課

題に対応し、持続可能な公共交通、環境負荷の低減を目指すために、２０３０（令和 ）

年を目標年次とした総合的な交通計画として、とりまとめました。

近年、公共交通を取り巻く環境は大きく変化しており、国内外で 、 等の

新たな技術を用いた交通サービスの進展、自動運転の実証実験やシェアリングの普及等、

多くの技術開発が見られ、更なる技術革新が想定されます。

技術発展、社会実装の動向に注視しながら、新たな技術によって利便性を高め、市民

生活を豊かにする魅力的な公共交通サービスを目指していきます。
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図 将来の技術発展を想定した公共交通の未来像
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